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第7章 新たな重点地区の選定と対策メニュー 
 

7.1 新たな重点地区の選定 

平成 21 年度から重点 6 地区の浸水対策事業を開始しており、令和 5 年度時点で 3 地区の施設

を供用開始しているところですが、本市には重点 6 地区以外にも甚大な浸水被害が発生している地区

があり、次の重点地区を選定して浸水対策事業を進めていく必要があります。 

本章では、新たな重点地区を選定するため、計画区域 10,211ha を 165 地区に分割し、「雨水管

理総合計画ガイドライン」の考え方を基に、下記の設定フローにより地区ごとに浸水リスクと都市機能集積

度の評価を行いました。 

 

 

図 7-1 各地区の評価フロー 

  

（１）評価指標の選定

（３）評価指標の整理

（４）リスクマトリクスによる総合評価

（２）評価指標の重み付け

重点地区の選定

7.1 新たな重点地区の選定 
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図 7-2 「熊本市下水道浸水対策計画 2023」計画区域 ブロック分割図 
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(1) 評価指標の選定と重み付け 

評価指標は、「雨水管理総合計画ガイドライン」の考え方を参考に 9 つの指標を設定しています。

また、各評価指標の重みをＡＨＰ（階層分析法）により算出し、重み付けを考慮した評価を行っ

ています。 

表 7-1 評価指標の選定 

 
 

 
 

  

重み係数

1 浸水実績

・平成18年度～令和元年度における浸水被害実績を用いる。

・浸水被害状況（床上、床下、主要な道路冠水、道路冠水）別で集計を

行い、評価を行う。

・浸水被害状況の重み付けはアンケート調査の結果を用いる。

0.1461

2 住民要望
・住民からの対策要望を考慮するため、整備要望の件数を用いる

0.0871

3 建物密度

・各排水区における建物の延床面積を用いる。

・投資効果の高い地区を選定するため、単位面積あたりの延床面積で評

価を行う。

・各建物の延床面積は、「平成29年度都市計画基礎調査」の「建物利

用現況」データを用いる。

0.0692

4 人口分布

・各排水区の人口密度を用いる。

・投資効果の高い地区を選定するため、単位面積あたりの人口数（人口

密度）で評価を行う。

・各排水区の人口は、「平成29年度都市計画基礎調査」におけるメッ

シュ人口を用いる。

0.0815

5 地下施設 ・地域防災計画における地下施設の箇所数を用いる。 0.0900

6 要配慮者
・地域防災計画における「災害危険区域内の要配慮者利用施設」浸水想

定区域内の箇所数を用いる。
0.1325

7 避難所
・地域防災計画における指定緊急避難所所・指定避難所・広域避難所、

福祉避難所・福祉こども避難所の箇所数を用いる。
0.1308

8 輸送路

・都市機能を評価するため、地域防災計画における緊急輸送道路の有無

にて評価を行う。

・緊急輸送道路の重み付けは「平成29年度都市計画基礎調査」の「断

面交通量」の比率とする。

0.1710

9 鉄道駅
・都市機能を評価するため、鉄道駅の乗降客数にて評価を行う。

・鉄道駅の乗降客数は「国土交通省 国土数値情報」を用いる。
0.0919

都
市
機
能
集
積
度

雨水管理評価指標

浸
水
リ
ス
ク
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(2) 評価指標の整理 

異なる単位を持つ各評価指標を総合的に評価するため、以下に示すフローで各地区を評価して

います。 

 

 

図 7-3 評価指標の整理フロー 

(3) リスクマトリクスによる総合評価 

整理した各評価指標から、各地区の浸水リスクの総合点数と都市機能集積度の総合点数を算

出し、リスクマトリクス上の分布を確認します。 

 

 

図 7-4 リスクマトリクスによる総合評価   
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1) 「浸水リスク」に関する総合点数の算出 

各地区の浸水リスクに関する評価指標（①浸水実績箇所、②住民からの要望数）の評価値を

合計し、総合点数を算出しました。 

総合点数の上位から、A ランク、B ランク、C ランクの 3 段階にランク付けを行っています。 

 

 

2) 「都市機能集積度」に関する総合点数の算出 

各地区の都市機能集積度に関する 7 つの評価指標（①資産分布、②人口分布、③地下施設

箇所数、④災害時要配慮者数、⑤防災関連施設、⑥緊急輸送道路、⑦公共交通施設）の評価

値を合計し、総合点数を算出しています。 

都市機能集積度についても、総合点数の上位から A ランク、B ランク、C ランクの 3 段階にランク付

けを行っています。 

 

 

 

 

各地区の浸水リスクに関する総合点数  

＝ Σ（浸水リスクに関する各指標の正規化点数） 

各地区の都市機能集積度に関する総合点数  

＝ Σ（都市機能集積度に関する各評価項目の点数） 
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図 7-5  「浸水リスク」に関するランク付けの分布 

 

「浸水リスク」 
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図 7-6 「都市機能集積度」に関するランク付けの分布 

 

「都市機能集積度」 
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3) リスクマトリクスによる総合評価 

165 地区の「浸水リスク」、「都市機能集積度」に関する評価値の結果から、リスクマトリクスを用い

て各地区を分類しています。 

「浸水リスク」、「都市機能集積度」のランクが両方ともＡランクとなる地区は、マトリクス上で最もリス

クが高い「リスク最高」地区としています。 

 

表 7-2 リスクマトリクスによる総合評価結果 

 
  

 

 ♦リスクマトリクスによる総合評価 

リスク最高地区 :浸水リスク、都市機能集積度の両方の指標が A 

リスク高地区  :指標の組み合わせが A、B 

リスク中地区  :両方の指標が B 以上またはどちらかの指標が A 

リスク低地区  :上記以外の地区 

 

 

図 7-7 リスクマトリクスによる総合評価・分類方法 

 

排水区数

リスク最高 浸水リスク、都市機能集積度の両方の指標がA 4

リスク高 指標の組み合わせがA、B 12

リスク中 両方の指標がBまたは指標の組み合わせがA、C 29

リスク低 上記以外の地区 120

165計

総合評価
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4) リスクマトリクスによる総合評価（一次選定） 

浸水リスクと都市機能集積度によるリスクマトリクスによる総合評価より、「リスク最高」地区を 4 地

区、「リスク高」地区を 12 地区、計 16 地区を選定しました。 

16 地区の中から現計画の重点 6 地区の 2 地区を除いた 14 地区を一次選定しました。 

 

表 7-3 リスクマトリクスによる総合評価（一次選定）   

 

  

浸水リスク
都市機能

集積度
総合評価

現計画

重点6地区

5 加勢川 第5排水区 123.4 A A リスク最高 ●

89 坪井川 第9排水区 35.0 A A リスク最高

156 合流区域(城東地区) 389.9 A A リスク最高

159 合流区域(東町地区) 125.7 A A リスク最高

2 加勢川 第2排水区 14.6 A B リスク高

13 木部川 第6排水区 98.4 A B リスク高

16 木部川 第9排水区  246.4 A B リスク高

62 藻器堀川 第7排水区 63.6 A B リスク高

71 白川 第8排水区 37.4 A B リスク高

90 坪井川 第10排水区 62.3 A B リスク高

110 井芹川 第8排水区 109.0 A B リスク高 ●

142 除川 第2排水区  33.8 A B リスク高

155 旭町排水区 7.0 A B リスク高

4 加勢川 第4排水区 87.1 B A リスク高

68 白川 第5排水区 42.0 B A リスク高

129 堀川 第7排水区 11.5 B A リスク高

1,487.1 － － － －

：現計画における重点6地区

合計

No 排水区名・地区名
面積

(ha)

評価結果
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図 7-8 リスクマトリクスによる総合評価（一次選定） 
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5) リスクマトリクスによる総合評価結果から重点地区の絞り込み 

総合評価によって抽出された 14 地区に対して、以下の 2 つの条件により、新たな重点地区を 3 地

区に絞り込みました。 

その結果、新たな重点地区は、「木部川第 6 排水区」、「木部川第 9 排水区」、「合流区域（城

東地区）」の 3 地区としています。 

 

絞り込み条件①:浸水被害の程度及び範囲が大きい地区の選定 

一次選定した 14 地区から、「床上浸水・床下浸水が発生している地区」、「浸水被害が広範囲

に発生している地区」を 7 地区選定（二次選定）しました。 

 

 

表 7-4 リスクマトリクスによる総合評価（二次選定）   

 
  

床上浸水・床下浸水が発生している地区 浸水被害が広範囲に発生している地区＋

排水区名・地区名 面積（ha）
床上・

床下浸水
浸水被害が広範囲に

発生している地区
二次選定

坪井川　第9排水区 35.0 無 無 ×
合流区域（城東地区） 389.9 有 無 ●
合流区域（東町地区） 125.7 有 無 ●
加勢川　第2排水区 14.6 無 有 ●
木部川　第6排水区 98.4 無 有 ●
木部川　第9排水区 246.4 有 有 ●
藻器堀川　第7排水区 63.6 無 無 ×
白川　第8排水区 37.4 無 無 ×
坪井川　第10排水区 62.3 有 無 ●
除川　第2排水区 33.8 無 無 ×
旭町　排水区 7.0 無 無 ×
加勢川　第4排水区 87.1 有 無 ●
白川　第5排水区 42.0 無 無 ×
堀川　第7排水区 11.5 無 無 ×
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絞り込み条件②:浸水発生期間及び浸水対策未実施地区の選定 

二次選定した 7 地区から、「近年浸水被害が発生している地区」、「浸水対策未実施の地区」

を 3 地区選定しました。 

 

 

表 7-5 リスクマトリクスによる総合評価（三次選定:最終）   

 

 

  

浸水対策未実施の地区＋近年浸水被害が発生している地区

排水区名

地区名
選定理由 実施地区

加勢川第2 排水区

・住民要望を受けて河川部局にて対策を実施する予定。

・河川部局の対策効果を確認後に下水道による対策の必要性を整理するものと

し、次期の対策実施地区には選定しない。

×

加勢川第4 排水区
・H19 年に床下浸水が発生しているが、その後は浸水被害が発生していない。ま

た道路冠水もH18 年のため、対策優先度は低いと考えられる
×

木部川第6 排水区

・毎年浸水が発生しており、早急な対策が必要である。

・浸水箇所周辺には、災害拠点病院（熊本中央病院）や重要物流道路（国道57

号線）が位置しており、重要度が高い地区である。

・周辺住民から浸水解消に向けた要望が挙げられている。

●

木部川第9 排水区

・江津ポンプ場整備によりポンプ場周辺の浸水は低減しているが、その他の道路

冠水は別途対策が必要である。

・地域重要度が高い地区であり、早急な対策が必要である。

・周辺住民から浸水解消に向けた要望が挙げられている。

●

坪井川第10 排水区
・H18 年に床下浸水が発生しているが、その後は浸水被害が発生していない。ま

た道路冠水もH18～19 年のため、対策優先度は低いと考えられる
×

合流区域(城東地区)

・R2 年に床上浸水や床下浸水が発生しており、早急な対策が必要である。

・市役所等の重要施設が多数あり、最も地域重要度が高い地区のため、浸水発生

時のリスクが高く対策が必要である。

・地区内に吐口が複数あるため、必要に応じて排水系統別にブロックを分割す

る。

●

合流区域(東町地区)

・区域内の浸水は隣接する加勢川第6 排水区が原因であり、H29年度に整備が完

了している。

・加勢川第6 排水区周辺以外の浸水被害実績は少ないため、対策優先度は低いと

考えられる。

×
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図 7-9 新たに選定した重点地区（3 地区） 

合流区域(城東地区) 

下通アーケードの浸水状況 

木部川第 9 排水区 

出水南中学校付近の浸水状況 

木部川第 6 排水区 

熊本中央病院前の浸水状況 
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図 7-10 木部川第 6 排水区 浸水実績箇所 位置図及び詳細図 
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図 7-11 令和 5 年 7 月 3 日 木部川第 6 排水区 熊本中央病院西側の浸水状況 

時間雨量 74mm 浸水深 35cm 

 

 

図 7-12 令和 5 年 7 月 3 日 木部川第 6 排水区 ゆめタウンはません西側の浸水状況 

時間雨量 74mm 浸水深 35cm 

  

写真① 
（熊本中央病院西側） 

写真② 
（ゆめタウンはません西側） 
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図 7-13 木部川第 9 排水区 浸水実績箇所 位置図及び詳細図 
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図 7-14 令和４年 7 月４日 木部川第 9 排水区 出水南中学校北側の浸水状況 

出典:地域住民からの情報提供動画 

 

図 7-15 令和 5 年 7 月 3 日 木部川第 9 排水区 県営江津団地東側の浸水状況 

時間雨量 74mm 浸水深 50cm 

 

 

写真① 
（出水南中学校北側） 

写真② 
（県営江津団地東側） 
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図 7-16 合流区域（城東地区）浸水実績箇所 位置図 
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図 7-17 合流区域（城東地区）浸水実績箇所 詳細図 

 

図 7-18 令和 3 年 8 月 12 日 合流区域（城東地区:下通アーケード）浸水状況 

時間雨量 40.5mm  


